
平成 29 年 5月号10

 第 13回 「ママ、赤ちゃんを見て」 植木医院　院長　植木　雅人（塩谷町）

　よく赤ちゃんの健診の場で、「見えていますか？」と
聞かれることがあります。これは、視力の話ではなく、
「ママの顔がわかっていますか？」という意味だと思っ
ています。
　最近のさまざまな心理学実験から、赤ちゃんがママの
顔を認識する驚くべき能力がわかってきました。生後 3
カ月頃までの赤ちゃんは視力や解像度が悪く、ママの顔
の認識は髪型で憶えるようです。
　そのため、髪を切ってイメチェンしたり、メガネをか
けたりした時には、ママとわからずにぐずることもある
ようです。さらに動きがないと形を認識することができ
ないこともわかりました。生後 5カ月頃までの赤ちゃん
の顔の認識では、横顔は「顔」として認識できません。
脳の活動を調べる検査でわかったことですが、ママの顔
を正面から見ると脳の活発な活動の反応がありますが、
横顔はいくら見てもその反応は見られず「顔」と認識で
きていません。
　それから、もう一つわかったことがあります。それは
「視線」です。顔は動きますが、視線がずっとこちらを

向いている場合と、視線をそらしている場合では、赤
ちゃんの脳の活動が違います。視線をそらしている顔に
は、脳は反応していないことがわかりました。
　つまり、月齢の低い赤ちゃんほど、ママの顔をちゃん
と憶えてほしいと思うのであれば、赤ちゃんの顔を正面
から見て、視線、つまり目と目を合わせ、そして笑い顔
など、顔に表情をつくりながら赤ちゃんに話しかけるこ
とが大切です。
　テレビを見ながら、携帯やスマホを見ながらの子育て
であれば、顔は横を向いているし、赤ちゃんと目と目を
合わせていません。これではいつまで経っても赤ちゃん
はママのことを憶えられないし、
憶えてくれないでしょう。
　時には忙しい手を休めて、赤
ちゃんの顔をそっと見つめてあげ
てください。パパやママの顔を憶
えるだけでなく、心の会話ができ
るのではないでしょうか。

　矢板健康福祉センターでは、人間関係やストレスなど、
さまざまな悩みや不安をお持ちの方を対象に、精神科の
医師による心の健康相談を行います。お気軽にご相談く
ださい。（※事前の申し込みが必要です。）
日時／
　5月 23 日（火）、6月 22 日（木）、7月 25 日（火）
　8月 24 日（木）、9月 26 日（火）、10 月 26 日（木）
　11 月 28 日（火）、12 月 21 日（木）
　平成 30 年 1月 23 日（火）、2月 22 日（木）
　3月 27 日（火）　いずれも 13：30 ～ 15：30

場所／
　矢板健康福祉センター（市武道館北側）
内容／
 ・不安、眠れない、対人関係等の悩みの相談
 ・思春期、認知症、アルコール・薬物に関する相談
 ・身近な人の問題行動などでお困りの方の相談
相談担当者／
　精神科医師、保健師
申込方法／
　事前に矢板健康福祉センター　☎（４４）１２９７に
電話でお申し込みください。
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　受診される方は、次のものを必ずお持ちください。
①保険証
②集団健診のお知らせ（問診票）
③受診券（特定健診を受診する社会保険の方）

　また、お申し込みをされていない方で受診希望の方や、
日程変更を希望する際は、必ず健康増進課へご連絡くだ
さい。（※健診予定日に発熱やせきなど、体に異常があ
る場合は、後日改めて受診してください。）

　市では、窓口でお待ちいただく時間をできるだけ短縮
し、スムーズにお渡しできるよう、窓口延長時（毎週月
曜日の 17：15 ～ 19：00 ※月曜日が休みの場合は、翌日）
のマイナンバーカード交付に「事前予約制」を導入して
います。

　窓口延長時のカード交付を希望される方は、事前に市
民課までお電話ください。
※通常の業務時間帯（8：30 ～ 17：15）は予約不要です。
　交付には 20 分程度かかりますので、時間には余裕を
　持ってお越しください。

 

受付時間 場所 特定健診
胃・肺・大腸・前立腺がん

乳・子宮がん
骨粗しょう症 備考

　1 日（木）
8：00～10：30

文化会館小ホール
○ ○

13：30～14：30 大腸がんのみ提出可 ○ ※健診は女性のみ
　9 日（金）

8：00～10：30
○ ○

10 日（土） 片岡公民館 ○ ○
24 日（土） 8：30～10：30 泉公民館 ○
27 日（火）

8：00～10：30
文化会館小ホール ○ ○

29 日（木） 泉公民館 大腸がんのみ提出可 ○ ※健診は女性のみ

　国民年金は、20 歳以上であれば、学生も加入しなけ
ればなりません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、ご本
人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の納付が
猶予される「学生納付特例制度」があります。
　対象となる方は、学校教育法に規定する大学（大学院）、
短期大学、高等学校、高等専門学校、専修学校及び各種
学校（修業年限1年以上である課程）に在学する学生等で、

ご本人の前年所得が次の計算式で計算した金額以下であ
ることが条件です。
所得のめやす／ 118万円＋ {扶養親族等の数×38万円 }
　学生納付特例の承認期間は 4月から翌年 3月までと
なりますが、承認を受けた次の年度も在学予定である場
合、4月始めに再申請の用紙が届きます。引き続き「学
生納付特例制度」をご希望の場合は、必須事項を記入の
上、ご返送ください。




